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【令和元(2019)年度 中間評価結果】 
評価 評価基準

Ａ＋ 当初計画を上回っており、かつ改善した評価指標による目標達成が見込まれる。 

○ Ａ 当初計画が達成されつつあり、今後の目標達成が見込まれる。 

Ａ－ 当初計画より一部遅れは見られるが、概ね今後の目標達成が見込まれる。 

Ｂ 今後の目標達成の見込みはあるが、経費の使用に問題があるため、経費の減額

が適当である。 

Ｃ 今後の目標達成が見込まれないため、取組の中止が適当である。 

（評価意見）

Journal of Reproduction and Development 誌は掲載論文の国際性や海外での認知度が高いに

も拘わらず、インパクトファクターは高くない、との認識に立ち、その引用度を高め、国際的な基

幹ジャーナルにすることを最終目標とした取組である。５年後のインパクトファクター値を１．９

－２．０にするという数値目標を掲げ、それを指標として、編集体制の国際化や引用されやすい総

説記事の掲載、国際会議の開催などを計画通りに進めている。インパクトファクターは数値目標値

には達していないものの、増加の傾向にあり、国際情報発信力は着実に上がっていると評価でき

る。


